
宅
地
造
成
等
規
制
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱

第
一

題
名

題
名
を
「
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
」
に
改
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
題
名
関
係
）

第
二

目
的

こ
の
法
律
は
、
宅
地
造
成
、
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
に
伴
う
崖
崩
れ
又
は
土
砂
の
流
出
に
よ
る
災
害
の
防
止
の
た

め
必
要
な
規
制
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
生
命
及
び
財
産
の
保
護
を
図
り
、
も
っ
て
公
共
の
福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
一
条
関
係
）

第
三

定
義

一

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
宅
地
造
成
」
と
は
、
宅
地
以
外
の
土
地
を
宅
地
に
す
る
た
め
に
行
う
盛
土
そ
の
他
の
土
地
の
形

質
の
変
更
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
条
第
二
号
関
係
）

二

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
盛
土
等
」
と
は
、
宅
地
又
は
農
地
等
（
農
地
、
採
草
放
牧
地
及
び
森
林
を
い
う
。
二
及
び

三
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
行
う
盛
土
そ
の
他
の
土
地
の
形
質
の
変
更
で
、
当
該
宅
地
又
は
農
地
等
に
隣
接
し
、
又

は
近
接
す
る
宅
地
に
お
い
て
災
害
を
発
生
さ
せ
る
お
そ
れ
が
大
き
い
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
も
の
と
す



る
こ
と
。

（
第
二
条
第
三
号
関
係
）

三

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
土
石
の
堆
積
」
と
は
、
宅
地
又
は
農
地
等
に
お
い
て
行
う
土
石
の
堆
積
で
政
令
で
定
め
る
も
の

（
一
定
期
間
の
経
過
後
に
当
該
土
石
を
除
却
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
も
の
と
す
る
こ
と
。（

第
二
条
第
四
号
関
係
）

第
四

基
本
方
針

一

主
務
大
臣
は
、
宅
地
造
成
、
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
に
伴
う
災
害
の
防
止
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
（
以
下
「

基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
条
第
一
項
関
係
）

二

基
本
方
針
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

１

こ
の
法
律
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
宅
地
造
成
、
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
に
伴
う
災
害
の
防
止
に
関
す
る
基
本
的

な
事
項

２

第
五
の
一
の
基
礎
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
指
針
と
な
る
べ
き
事
項

３

第
六
の
一
の
規
定
に
よ
る
宅
地
造
成
等
工
事
規
制
区
域
の
指
定
、
第
七
の
一
の
規
定
に
よ
る
特
定
盛
土
等
規
制
区
域

の
指
定
及
び
造
成
宅
地
防
災
区
域
の
指
定
に
つ
い
て
指
針
と
な
る
べ
き
事
項



４

１
か
ら
３
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
宅
地
造
成
、
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
に
伴
う
災
害
の
防
止
に
関
す

る
重
要
事
項

（
第
三
条
第
二
項
関
係
）

第
五

基
礎
調
査

一

都
道
府
県
（
指
定
都
市
又
は
中
核
市
の
区
域
内
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定
都
市
又
は
中
核
市
。
二
、
第
七

の
三
の
４
及
び
第
八
の
三
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
お
お
む
ね
五
年
ご
と
に
、
第
六
の
一
の
規
定

に
よ
る
宅
地
造
成
等
工
事
規
制
区
域
の
指
定
、
第
七
の
一
の
規
定
に
よ
る
特
定
盛
土
等
規
制
区
域
の
指
定
及
び
造
成
宅
地

防
災
区
域
の
指
定
そ
の
他
こ
の
法
律
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
宅
地
造
成
、
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
に
伴
う
災
害
の
防

止
の
た
め
の
対
策
に
必
要
な
基
礎
調
査
と
し
て
、
宅
地
造
成
、
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
に
伴
う
崖
崩
れ
又
は
土
砂

の
流
出
の
お
そ
れ
が
あ
る
土
地
に
関
す
る
地
形
等
に
関
す
る
調
査
（
二
、
第
六
の
一
及
び
第
七
の
一
に
お
い
て
「
基
礎
調

査
」
と
い
う
。
）
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
四
条
第
一
項
関
係
）

二

国
は
、
都
道
府
県
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
都
道
府
県
の
行
う
基
礎
調
査
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
九
条
関
係
）

第
六

宅
地
造
成
等
工
事
規
制
区
域



一

都
道
府
県
知
事
（
指
定
都
市
又
は
中
核
市
の
区
域
内
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定
都
市
又
は
中
核
市
の
長
。

以
下
同
じ
。
）
は
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
か
つ
、
基
礎
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
宅
地
造
成
、
特
定
盛
土
等
又
は
土
石

の
堆
積
（
第
六
に
お
い
て
「
宅
地
造
成
等
」
と
い
う
。
）
に
伴
い
災
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
大
き
い
市
街
地
若
し
く
は
市

街
地
と
な
ろ
う
と
す
る
土
地
の
区
域
又
は
集
落
の
区
域
（
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
し
、
又
は
近
接
す
る
土
地
の
区
域
を
含

む
。
第
七
の
一
に
お
い
て
「
市
街
地
等
区
域
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
宅
地
造
成
等
に
関
す
る
工
事
に
つ
い
て
規
制
を

行
う
必
要
が
あ
る
も
の
を
、
宅
地
造
成
等
工
事
規
制
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
条
第
一
項
関
係
）

二

宅
地
造
成
等
に
関
す
る
工
事
の
許
可
等

１

一
定
の
場
合
を
除
き
、
宅
地
造
成
等
工
事
規
制
区
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
宅
地
造
成
等
に
関
す
る
工
事
に
つ
い
て

は
、
工
事
主
は
、
当
該
工
事
に
着
手
す
る
前
に
、
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ

と
。

（
第
十
二
条
第
一
項
関
係
）

２

都
道
府
県
知
事
は
、
１
の
許
可
の
申
請
が
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
な
い
と
認
め
る
と
き
、
又
は
そ
の
申
請
の
手

続
が
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
１
の
許
可
を
し
て



は
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

当
該
申
請
に
係
る
宅
地
造
成
等
に
関
す
る
工
事
の
計
画
が
３
の
規
定
等
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(1)

工
事
主
に
当
該
宅
地
造
成
等
に
関
す
る
工
事
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
力
及
び
信
用
が
あ
る
こ
と
。

(2)

工
事
施
行
者
に
当
該
宅
地
造
成
等
に
関
す
る
工
事
を
完
成
す
る
た
め
に
必
要
な
能
力
が
あ
る
こ
と
。

(3)

当
該
宅
地
造
成
等
に
関
す
る
工
事
（
土
地
区
画
整
理
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
土
地
区
画
整
理
事
業
そ
の
他

(4)
の
公
共
施
設
の
整
備
又
は
土
地
利
用
の
増
進
を
図
る
た
め
の
事
業
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
の
施
行
に
伴
う
も
の

を
除
く
。
）
を
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
区
域
内
の
土
地
に
つ
い
て
所
有
権
、
地
上
権
、
質
権
、
賃
借
権
、
使
用
貸
借

に
よ
る
権
利
又
は
そ
の
他
の
使
用
及
び
収
益
を
目
的
と
す
る
権
利
を
有
す
る
者
の
全
て
の
同
意
を
得
て
い
る
こ
と
。

（
第
十
二
条
第
二
項
関
係
）

３

一
定
の
場
合
を
除
き
、
宅
地
造
成
等
工
事
規
制
区
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
宅
地
造
成
等
に
関
す
る
工
事
は
、
政
令

で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
従
い
、
擁
壁
、
排
水
施
設
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
施
設
（
以
下
「
擁
壁
等
」
と
い
う
。
）

の
設
置
そ
の
他
宅
地
造
成
等
に
伴
う
災
害
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
三
条
第
一
項
関
係
）



４

完
了
検
査
等

宅
地
造
成
又
は
特
定
盛
土
等
に
関
す
る
工
事
に
つ
い
て
１
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
許
可
に
係
る
工
事
を
完

(1)
了
し
た
と
き
は
、
そ
の
工
事
が
３
の
規
定
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
知
事
の
検
査
を
申
請

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
七
条
第
一
項
関
係
）

都
道
府
県
知
事
は
、

の
検
査
の
結
果
、
工
事
が
３
の
規
定
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
た
場
合
に
お
い
て
は
、
検

(2)

(1)

査
済
証
を
１
の
許
可
を
受
け
た
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
七
条
第
二
項
関
係
）

土
石
の
堆
積
に
関
す
る
工
事
に
つ
い
て
１
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
許
可
に
係
る
工
事
（
堆
積
し
た
全
て
の

(3)
土
石
を
除
却
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
完
了
し
た
と
き
は
、
堆
積
さ
れ
て
い
た
全
て
の
土
石
の
除
却
が
行
わ
れ
た
か

ど
う
か
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
知
事
の
確
認
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
七
条
第
四
項
関
係
）

都
道
府
県
知
事
は
、

の
確
認
の
結
果
、
堆
積
さ
れ
て
い
た
全
て
の
土
石
が
除
却
さ
れ
た
と
認
め
た
場
合
に
お
い

(4)

(3)

て
は
、
確
認
済
証
を
１
の
許
可
を
受
け
た
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
七
条
第
五
項
関
係
）



５

中
間
検
査

１
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
許
可
に
係
る
宅
地
造
成
又
は
特
定
盛
土
等
（
政
令
で
定
め
る
規
模
の
も
の
に
限

(1)
る
。
）
に
関
す
る
工
事
が
政
令
で
定
め
る
工
程
（

か
ら

ま
で
に
お
い
て
「
特
定
工
程
」
と
い
う
。
）
を
含
む
場

(1)

(3)

合
に
お
い
て
、
当
該
特
定
工
程
に
係
る
工
事
を
終
え
た
と
き
は
、
そ
の
都
度
、
都
道
府
県
知
事
の
検
査
を
申
請
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
八
条
第
一
項
関
係
）

都
道
府
県
知
事
は
、

の
検
査
の
結
果
、
当
該
特
定
工
程
に
係
る
工
事
が
３
の
規
定
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
た

(2)

(1)

場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
特
定
工
程
に
係
る
中
間
検
査
合
格
証
を
１
の
許
可
を
受
け
た
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
八
条
第
二
項
関
係
）

特
定
工
程
ご
と
に
政
令
で
定
め
る
当
該
特
定
工
程
後
の
工
程
に
係
る
工
事
は
、

の
規
定
に
よ
る
当
該
特
定
工
程

(3)

(2)

に
係
る
中
間
検
査
合
格
証
の
交
付
を
受
け
た
後
で
な
け
れ
ば
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
八
条
第
三
項
関
係
）

６

１
の
許
可
（
政
令
で
定
め
る
規
模
の
宅
地
造
成
等
に
関
す
る
工
事
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
受
け
た
者
は
、
一
定

の
期
間
ご
と
に
、
当
該
許
可
に
係
る
宅
地
造
成
等
に
関
す
る
工
事
の
実
施
の
状
況
等
を
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
な
け



れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
九
条
第
一
項
関
係
）

７

監
督
処
分

都
道
府
県
知
事
は
、
偽
り
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
り
１
の
許
可
を
受
け
た
者
等
に
対
し
て
、
そ
の
許
可
を
取
り

(1)
消
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
条
第
一
項
関
係
）

都
道
府
県
知
事
は
、
宅
地
造
成
等
工
事
規
制
区
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
１
の
規
定
に
違
反
し
て
１
の
許
可

(2)
を
受
け
な
い
で
施
行
す
る
宅
地
造
成
等
に
関
す
る
工
事
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
工
事
主
等
に
対
し
て
、
当
該
工
事
の

施
行
の
停
止
を
命
じ
、
又
は
相
当
の
猶
予
期
限
を
付
け
て
、
擁
壁
等
の
設
置
そ
の
他
宅
地
造
成
等
に
伴
う
災
害
の
防

止
の
た
め
必
要
な
措
置
（
７
に
お
い
て
「
災
害
防
止
措
置
」
と
い
う
。
）
を
と
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
条
第
二
項
関
係
）

都
道
府
県
知
事
は
、
宅
地
造
成
等
工
事
規
制
区
域
内
の
１
の
規
定
に
違
反
し
て
１
の
許
可
を
受
け
な
い
で
宅
地
造

(3)
成
等
に
関
す
る
工
事
が
施
行
さ
れ
た
土
地
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
土
地
の
所
有
者
等
に
対
し
て
、
当
該
土
地
の
使
用

を
禁
止
し
、
若
し
く
は
制
限
し
、
又
は
相
当
の
猶
予
期
限
を
付
け
て
、
災
害
防
止
措
置
を
と
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
条
第
三
項
関
係
）



都
道
府
県
知
事
は
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
自
ら
災
害
防
止
措
置
の

(4)
全
部
又
は
一
部
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

イ

又
は

の
規
定
に
よ
り
災
害
防
止
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
工
事
主
等
又
は
土
地
の
所
有
者
等

(2)

(3)

が
、
当
該
命
令
に
係
る
期
限
ま
で
に
当
該
命
令
に
係
る
措
置
を
講
じ
な
い
と
き
、
講
じ
て
も
十
分
で
な
い
と
き
、

又
は
講
ず
る
見
込
み
が
な
い
と
き
。

ロ

又
は

の
規
定
に
よ
り
災
害
防
止
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
じ
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
過
失
が
な

(2)

(3)

く
て
当
該
災
害
防
止
措
置
を
命
ず
べ
き
工
事
主
等
又
は
土
地
の
所
有
者
等
を
確
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
。

ハ

緊
急
に
災
害
防
止
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

又
は

の
規
定
に
よ
り
災
害
防
止
措
置
を

(2)

(3)

講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
い
と
ま
が
な
い
と
き
。

（
第
二
十
条
第
五
項
関
係
）

三

一
定
の
場
合
を
除
き
、
宅
地
造
成
等
工
事
規
制
区
域
の
指
定
の
際
、
当
該
宅
地
造
成
等
工
事
規
制
区
域
内
に
お
い
て
行

わ
れ
て
い
る
宅
地
造
成
等
に
関
す
る
工
事
の
工
事
主
は
、
そ
の
指
定
が
あ
っ
た
日
か
ら
二
十
一
日
以
内
に
、
当
該
工
事
に

つ
い
て
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
一
条
第
一
項
関
係
）

四

土
地
の
所
有
者
等
に
係
る
措
置



１

宅
地
造
成
等
工
事
規
制
区
域
内
の
土
地
（
公
共
施
設
用
地
（
道
路
、
公
園
、
河
川
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
公
共
の
用

に
供
す
る
施
設
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
土
地
を
い
う
。
第
七
の
五
の
１
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。
２
及
び
３
に
お

い
て
同
じ
。
）
の
所
有
者
、
管
理
者
又
は
占
有
者
は
、
宅
地
造
成
等
（
宅
地
造
成
等
工
事
規
制
区
域
の
指
定
前
に
行
わ

れ
た
も
の
を
含
む
。
２
及
び
３
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
伴
う
災
害
が
生
じ
な
い
よ
う
、
そ
の
土
地
を
常
時
安
全
な
状
態

に
維
持
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
二
条
第
一
項
関
係
）

２

都
道
府
県
知
事
は
、
宅
地
造
成
等
工
事
規
制
区
域
内
の
土
地
に
つ
い
て
、
宅
地
造
成
等
に
伴
う
災
害
の
防
止
の
た
め

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
土
地
の
所
有
者
、
管
理
者
、
占
有
者
、
工
事
主
又
は
工
事
施
行
者
に

対
し
、
擁
壁
等
の
設
置
又
は
改
造
そ
の
他
宅
地
造
成
等
に
伴
う
災
害
の
防
止
の
た
め
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
勧
告

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
二
条
第
二
項
関
係
）

３

都
道
府
県
知
事
は
、
宅
地
造
成
等
工
事
規
制
区
域
内
の
土
地
で
、
宅
地
造
成
若
し
く
は
特
定
盛
土
等
に
伴
う
災
害
の

防
止
の
た
め
必
要
な
擁
壁
等
が
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
若
し
く
は
極
め
て
不
完
全
で
あ
り
、
又
は
土
石
の
堆
積
に
伴
う

災
害
の
防
止
の
た
め
必
要
な
措
置
が
と
ら
れ
て
お
ら
ず
、
若
し
く
は
極
め
て
不
十
分
で
あ
る
た
め
に
、
こ
れ
を
放
置
す

る
と
き
は
、
宅
地
造
成
等
に
伴
う
災
害
の
発
生
の
お
そ
れ
が
大
き
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、



そ
の
災
害
の
防
止
の
た
め
必
要
で
あ
り
、
か
つ
、
土
地
の
利
用
状
況
そ
の
他
の
状
況
か
ら
み
て
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
限
度
に
お
い
て
、
当
該
宅
地
造
成
等
工
事
規
制
区
域
内
の
土
地
又
は
擁
壁
等
の
所
有
者
、
管
理
者
又
は
占
有
者
に

対
し
て
、
相
当
の
猶
予
期
限
を
付
け
て
、
擁
壁
等
の
設
置
若
し
く
は
改
造
、
地
形
若
し
く
は
盛
土
の
改
良
又
は
土
石
の

除
却
の
た
め
の
工
事
を
行
う
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
三
条
第
一
項
関
係
）

第
七

特
定
盛
土
等
規
制
区
域

一

都
道
府
県
知
事
は
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
か
つ
、
基
礎
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
宅
地
造
成
等
工
事
規
制
区
域
以
外

の
土
地
の
区
域
で
あ
っ
て
、
自
然
的
条
件
及
び
社
会
的
条
件
か
ら
み
て
、
当
該
区
域
内
の
土
地
に
お
い
て
特
定
盛
土
等
又

は
土
石
の
堆
積
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
に
伴
う
災
害
に
よ
り
市
街
地
等
区
域
そ
の
他
の
区
域
の
居
住
者
そ
の
他
の

者
の
生
命
又
は
身
体
に
危
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
特
に
大
き
い
と
認
め
ら
れ
る
区
域
を
、
特
定
盛
土
等
規
制
区
域
と
し
て

指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
六
条
第
一
項
関
係
）

二

特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
に
関
す
る
工
事
の
届
出
等

１

一
定
の
場
合
を
除
き
、
特
定
盛
土
等
規
制
区
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
に
関
す
る
工

事
に
つ
い
て
は
、
工
事
主
は
、
当
該
工
事
に
着
手
す
る
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
、
当
該
工
事
の
計
画
を
都
道
府
県
知
事



に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
七
条
第
一
項
関
係
）

２

都
道
府
県
知
事
は
、
１
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
届
出
に
係
る
工
事
の
計
画
に
つ
い
て

当
該
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
に
伴
う
災
害
の
防
止
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
届
出
を
受
理

し
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
限
り
、
当
該
届
出
を
し
た
者
に
対
し
、
当
該
工
事
の
計
画
の
変
更
そ
の
他
必
要
な
措
置
を

と
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
七
条
第
三
項
関
係
）

３

都
道
府
県
知
事
は
、
２
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
て
当
該
勧
告
に
係
る
措
置
を
と

ら
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
相
当
の
期
限
を
定
め
て
、
当
該
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
七
条
第
四
項
関
係
）

三

特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
に
関
す
る
工
事
の
許
可
等

１

一
定
の
場
合
を
除
き
、
特
定
盛
土
等
規
制
区
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
（
大
規
模
な

崖
崩
れ
又
は
土
砂
の
流
出
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
大
き
い
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
規
模
の
も
の
に
限
る
。
三
に

お
い
て
同
じ
。
）
に
関
す
る
工
事
に
つ
い
て
は
、
工
事
主
は
、
当
該
工
事
に
着
手
す
る
前
に
、
都
道
府
県
知
事
の
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
条
第
一
項
関
係
）



２

都
道
府
県
知
事
は
、
１
の
許
可
の
申
請
が
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
な
い
と
認
め
る
と
き
、
又
は
そ
の
申
請
の
手

続
が
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
１
の
許
可
を
し
て

は
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

当
該
申
請
に
係
る
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
に
関
す
る
工
事
の
計
画
が
３
の
規
定
等
に
適
合
す
る
も
の
で
あ

(1)
る
こ
と
。

工
事
主
に
当
該
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
に
関
す
る
工
事
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
力
及
び
信
用
が
あ
る
こ

(2)
と
。工

事
施
行
者
に
当
該
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
に
関
す
る
工
事
を
完
成
す
る
た
め
に
必
要
な
能
力
が
あ
る
こ

(3)
と
。当

該
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
に
関
す
る
工
事
（
土
地
区
画
整
理
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
土
地
区
画

(4)
整
理
事
業
そ
の
他
の
公
共
施
設
の
整
備
又
は
土
地
利
用
の
増
進
を
図
る
た
め
の
事
業
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
の

施
行
に
伴
う
も
の
を
除
く
。
）
を
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
区
域
内
の
土
地
に
つ
い
て
所
有
権
、
地
上
権
、
質
権
、
賃

借
権
、
使
用
貸
借
に
よ
る
権
利
又
は
そ
の
他
の
使
用
及
び
収
益
を
目
的
と
す
る
権
利
を
有
す
る
者
の
全
て
の
同
意
を



得
て
い
る
こ
と
。

（
第
三
十
条
第
二
項
関
係
）

３

一
定
の
場
合
を
除
き
、
特
定
盛
土
等
規
制
区
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
に
関
す
る
工

事
は
、
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
従
い
、
擁
壁
等
の
設
置
そ
の
他
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
に
伴
う
災
害
を

防
止
す
る
た
め
必
要
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
一
条
第
一
項
関
係
）

４

都
道
府
県
は
、
１
の
許
可
に
つ
い
て
、
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
に
伴
う
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
１
の
政
令
で
定
め
る
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
の
規
模
を
当
該
規
模
未
満
で
条

例
で
定
め
る
規
模
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
二
条
関
係
）

５

完
了
検
査
等

特
定
盛
土
等
に
関
す
る
工
事
に
つ
い
て
１
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
許
可
に
係
る
工
事
を
完
了
し
た
と
き
は

(1)
、
そ
の
工
事
が
３
の
規
定
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
知
事
の
検
査
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
六
条
第
一
項
関
係
）

都
道
府
県
知
事
は
、

の
検
査
の
結
果
、
工
事
が
３
の
規
定
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
た
場
合
に
お
い
て
は
、
検

(2)

(1)



査
済
証
を
１
の
許
可
を
受
け
た
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。（

第
三
十
六
条
第
二
項
関
係
）

土
石
の
堆
積
に
関
す
る
工
事
に
つ
い
て
１
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
許
可
に
係
る
工
事
（
堆
積
し
た
全
て
の

(3)
土
石
を
除
却
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
完
了
し
た
と
き
は
、
堆
積
さ
れ
て
い
た
全
て
の
土
石
の
除
却
が
行
わ
れ
た
か

ど
う
か
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
知
事
の
確
認
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
六
条
第
四
項
関
係
）

都
道
府
県
知
事
は
、

の
確
認
の
結
果
、
堆
積
さ
れ
て
い
た
全
て
の
土
石
が
除
却
さ
れ
た
と
認
め
た
場
合
に
お
い

(4)

(3)

て
は
、
確
認
済
証
を
１
の
許
可
を
受
け
た
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
六
条
第
五
項
関
係
）

６

中
間
検
査

１
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
許
可
に
係
る
特
定
盛
土
等
（
政
令
で
定
め
る
規
模
の
も
の
に
限
る
。
）
に
関
す

(1)
る
工
事
が
政
令
で
定
め
る
工
程
（

か
ら

ま
で
に
お
い
て
「
特
定
工
程
」
と
い
う
。
）
を
含
む
場
合
に
お
い
て
、

(1)

(3)

当
該
特
定
工
程
に
係
る
工
事
を
終
え
た
と
き
は
、
そ
の
都
度
、
都
道
府
県
知
事
の
検
査
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な



い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
七
条
第
一
項
関
係
）

都
道
府
県
知
事
は
、

の
検
査
の
結
果
、
当
該
特
定
工
程
に
係
る
工
事
が
３
の
規
定
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
た

(2)

(1)

場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
特
定
工
程
に
係
る
中
間
検
査
合
格
証
を
１
の
許
可
を
受
け
た
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
七
条
第
二
項
関
係
）

特
定
工
程
ご
と
に
政
令
で
定
め
る
当
該
特
定
工
程
後
の
工
程
に
係
る
工
事
は
、

の
規
定
に
よ
る
当
該
特
定
工
程

(3)

(2)

に
係
る
中
間
検
査
合
格
証
の
交
付
を
受
け
た
後
で
な
け
れ
ば
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
七
条
第
三
項
関
係
）

７

１
の
許
可
（
政
令
で
定
め
る
規
模
の
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
に
関
す
る
工
事
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
受

け
た
者
は
、
一
定
の
期
間
ご
と
に
、
当
該
許
可
に
係
る
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
に
関
す
る
工
事
の
実
施
の
状
況

等
を
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
八
条
第
一
項
関
係
）

８

監
督
処
分

都
道
府
県
知
事
は
、
偽
り
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
り
１
の
許
可
を
受
け
た
者
等
に
対
し
て
、
そ
の
許
可
を
取
り

(1)
消
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
九
条
第
一
項
関
係
）



都
道
府
県
知
事
は
、
特
定
盛
土
等
規
制
区
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
１
の
規
定
に
違
反
し
て
１
の
許
可
を
受

(2)
け
な
い
で
施
行
す
る
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
に
関
す
る
工
事
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
工
事
主
等
に
対
し
て
、

当
該
工
事
の
施
行
の
停
止
を
命
じ
、
又
は
相
当
の
猶
予
期
限
を
付
け
て
、
擁
壁
等
の
設
置
そ
の
他
特
定
盛
土
等
若
し

く
は
土
石
の
堆
積
に
伴
う
災
害
の
防
止
の
た
め
必
要
な
措
置
（
８
に
お
い
て
「
災
害
防
止
措
置
」
と
い
う
。
）
を
と

る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
九
条
第
二
項
関
係
）

都
道
府
県
知
事
は
、
特
定
盛
土
等
規
制
区
域
内
の
１
の
規
定
に
違
反
し
て
１
の
許
可
を
受
け
な
い
で
特
定
盛
土
等

(3)
又
は
土
石
の
堆
積
に
関
す
る
工
事
が
施
行
さ
れ
た
土
地
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
土
地
の
所
有
者
等
に
対
し
て
、
当
該

土
地
の
使
用
を
禁
止
し
、
若
し
く
は
制
限
し
、
又
は
相
当
の
猶
予
期
限
を
付
け
て
、
災
害
防
止
措
置
を
と
る
こ
と
を

命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
九
条
第
三
項
関
係
）

都
道
府
県
知
事
は
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
自
ら
災
害
防
止
措
置
の

(4)
全
部
又
は
一
部
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

イ

又
は

の
規
定
に
よ
り
災
害
防
止
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
工
事
主
等
又
は
土
地
の
所
有
者
等

(2)

(3)

が
、
当
該
命
令
に
係
る
期
限
ま
で
に
当
該
命
令
に
係
る
措
置
を
講
じ
な
い
と
き
、
講
じ
て
も
十
分
で
な
い
と
き
、



又
は
講
ず
る
見
込
み
が
な
い
と
き
。

ロ

又
は

の
規
定
に
よ
り
災
害
防
止
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
じ
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
過
失
が
な

(2)

(3)

く
て
当
該
災
害
防
止
措
置
を
命
ず
べ
き
工
事
主
等
又
は
土
地
の
所
有
者
等
を
確
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
。

ハ

緊
急
に
災
害
防
止
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

又
は

の
規
定
に
よ
り
災
害
防
止
措
置
を

(2)

(3)

講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
い
と
ま
が
な
い
と
き
。

（
第
三
十
九
条
第
五
項
関
係
）

四

一
定
の
場
合
を
除
き
、
特
定
盛
土
等
規
制
区
域
の
指
定
の
際
、
当
該
特
定
盛
土
等
規
制
区
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い

る
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
に
関
す
る
工
事
の
工
事
主
は
、
そ
の
指
定
が
あ
っ
た
日
か
ら
二
十
一
日
以
内
に
、
当
該

工
事
に
つ
い
て
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
四
十
条
第
一
項
関
係
）

五

土
地
の
所
有
者
等
に
係
る
措
置

１

特
定
盛
土
等
規
制
区
域
内
の
土
地
（
公
共
施
設
用
地
を
除
く
。
２
及
び
３
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
所
有
者
、
管
理
者

又
は
占
有
者
は
、
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
（
特
定
盛
土
等
規
制
区
域
の
指
定
前
に
行
わ
れ
た
も
の
を
含
む
。
２

及
び
３
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
伴
う
災
害
が
生
じ
な
い
よ
う
、
そ
の
土
地
を
常
時
安
全
な
状
態
に
維
持
す
る
よ
う
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
四
十
一
条
第
一
項
関
係
）



２

都
道
府
県
知
事
は
、
特
定
盛
土
等
規
制
区
域
内
の
土
地
に
つ
い
て
、
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
に
伴
う
災
害
の

防
止
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
土
地
の
所
有
者
、
管
理
者
、
占
有
者
、
工
事
主
又
は
工

事
施
行
者
に
対
し
、
擁
壁
等
の
設
置
又
は
改
造
そ
の
他
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
に
伴
う
災
害
の
防
止
の
た
め
必

要
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
四
十
一
条
第
二
項
関
係
）

３

都
道
府
県
知
事
は
、
特
定
盛
土
等
規
制
区
域
内
の
土
地
で
、
特
定
盛
土
等
に
伴
う
災
害
の
防
止
の
た
め
必
要
な
擁
壁

等
が
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
若
し
く
は
極
め
て
不
完
全
で
あ
り
、
又
は
土
石
の
堆
積
に
伴
う
災
害
の
防
止
の
た
め
必
要

な
措
置
が
と
ら
れ
て
お
ら
ず
、
若
し
く
は
極
め
て
不
十
分
で
あ
る
た
め
に
、
こ
れ
を
放
置
す
る
と
き
は
、
特
定
盛
土
等

又
は
土
石
の
堆
積
に
伴
う
災
害
の
発
生
の
お
そ
れ
が
大
き
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
災

害
の
防
止
の
た
め
必
要
で
あ
り
、
か
つ
、
土
地
の
利
用
状
況
そ
の
他
の
状
況
か
ら
み
て
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
限

度
に
お
い
て
、
当
該
特
定
盛
土
等
規
制
区
域
内
の
土
地
又
は
擁
壁
等
の
所
有
者
、
管
理
者
又
は
占
有
者
に
対
し
て
、
相

当
の
猶
予
期
限
を
付
け
て
、
擁
壁
等
の
設
置
若
し
く
は
改
造
、
地
形
若
し
く
は
盛
土
の
改
良
又
は
土
石
の
除
却
の
た
め

の
工
事
を
行
う
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
四
十
二
条
第
一
項
関
係
）

第
八

雑
則



一

第
六
の
二
の
１
若
し
く
は
第
七
の
三
の
１
の
許
可
を
受
け
た
工
事
主
又
は
第
七
の
二
の
１
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た

工
事
主
は
、
当
該
許
可
又
は
届
出
に
係
る
土
地
の
見
や
す
い
場
所
に
、
氏
名
又
は
名
称
等
を
記
載
し
た
標
識
を
掲
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
四
十
九
条
関
係
）

二

主
務
大
臣
は
、
宅
地
造
成
、
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
に
伴
う
災
害
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
災
害
を
防
止
し
、
又
は
軽
減
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
行
う
事
務
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
に
関

し
、
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
五
十
一
条
関
係
）

三

主
務
大
臣
は
、
第
六
の
一
の
規
定
に
よ
る
宅
地
造
成
等
工
事
規
制
区
域
の
指
定
、
第
七
の
一
の
規
定
に
よ
る
特
定
盛
土

等
規
制
区
域
の
指
定
及
び
造
成
宅
地
防
災
区
域
の
指
定
そ
の
他
こ
の
法
律
に
基
づ
く
都
道
府
県
が
行
う
事
務
が
適
正
か
つ

円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
都
道
府
県
に
対
す
る
必
要
な
助
言
、
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
五
十
二
条
関
係
）

四

こ
の
法
律
に
お
け
る
主
務
大
臣
は
、
国
土
交
通
大
臣
及
び
農
林
水
産
大
臣
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
五
十
三
条
第
一
項
関
係
）



第
九

罰
則

罰
則
に
つ
い
て
、
所
要
の
規
定
を
設
け
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
五
十
五
条
か
ら
第
六
十
一
条
ま
で
関
係
）

第
十

そ
の
他

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
十
一

附
則

一

こ
の
法
律
は
、
一
部
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
附
則
第
一
条
関
係
）

二

所
要
の
経
過
措
置
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
附
則
第
二
条
か
ら
第
四
条
ま
で
関
係
）

三

こ
の
法
律
の
施
行
状
況
に
関
す
る
検
討
規
定
を
設
け
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
附
則
第
五
条
関
係
）

四

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
附
則
第
六
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
関
係
）


